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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成24年6月21日(2012.6.21)

【公開番号】特開2010-58108(P2010-58108A)
【公開日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2009-161157(P2009-161157)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  31/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/50     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  61/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  31/22    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ   8/50    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  61/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月2日(2012.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モリブデン、オスミウムまたはルテニウムをベースとする錯体触媒であって、前記金属
にカルベン様の方式で結合された少なくとも１個の配位子を有するメタセシス触媒と、さ
らに少なくとも１種の一般式（Ｚ）の化合物を含む触媒系。
　　　Ｂ（ＯＲ’）３　　　（Ｚ）
［式中、
Ｒ’基が同一であっても異なっていてもよく、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、
アリル、アルキニル、アリールもしくはヘテロアリール基であるが、ここでそのヘテロア
リール基は、少なくとも１種のヘテロ原子、好ましくは窒素もしくは酸素を有しているか
、または、Ｒ’が、一般式（－ＣＨＺ１－ＣＨＺ１－Ａ２－）ｐ－ＣＨ２－ＣＨ３の基で
あり、ここでｐは１～１０の整数であり、Ｚ１基は同一であっても異なっていてもよく、
それぞれが水素もしくはメチルであり、隣接した炭素原子の上に位置するＺ１基は異なっ
ているのが好ましく、そしてＡ２は、酸素、硫黄もしくは－ＮＨであるか、あるいは別な
場合として、２個または３個のＲ’基が相互に橋かけをしていてもよい。］
【請求項２】
　一般式（Ａ）の化合物を触媒として使用する、請求項１に記載の触媒系。
【化１】

［式中、
Ｍが、オスミウムまたはルテニウムであり、
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Ｘ１およびＸ２が同一であっても異なっていてもよく、２個の配位子、好ましくはアニオ
ン性配位子であり、
前記記号Ｌが、同一であっても異なっていてもよい配位子、好ましくは電荷を持たない電
子供与体であり、
前記Ｒ基が同一であっても異なっていてもよく、それぞれ、水素、アルキル、好ましくは
Ｃ１～Ｃ３０－アルキル、シクロアルキル、好ましくはＣ３～Ｃ２０－シクロアルキル、
アルケニル、好ましくはＣ２～Ｃ２０－アルケニル、アルキニル、好ましくはＣ２～Ｃ２

０－アルキニル、アリール、好ましくはＣ６～Ｃ２４－アリール、カルボキシレート、好
ましくはＣ１～Ｃ２０－カルボキシレート、アルコキシ、好ましくはＣ１～Ｃ２０－アル
コキシ、アルケニルオキシ、好ましくはＣ２～Ｃ２０－アルケニルオキシ、アルキニルオ
キシ、好ましくはＣ２～Ｃ２０－アルキニルオキシ、アリールオキシ、好ましくはＣ６～
Ｃ２４－アリールオキシ、アルコキシカルボニル、好ましくはＣ２～Ｃ２０－アルコキシ
カルボニル、アルキルアミノ、好ましくはＣ１～Ｃ３０－アルキルアミノ、アルキルチオ
、好ましくはＣ１～Ｃ３０－アルキルチオ、アリールチオ、好ましくはＣ６～Ｃ２４－ア
リールチオ、アルキルスルホニル、好ましくはＣ１～Ｃ２０－アルキルスルホニル、また
はアルキルスルフィニル、好ましくはＣ１～Ｃ２０－アルキルスルフィニル基であるが、
ここでそれらが、それぞれの場合において、１種または複数のアルキル、ハロゲン、好ま
しくはフッ素または塩素、アルコキシ、アリールまたはヘテロアリール基によって置換さ
れていてもよいし、あるいはそれに代えて、その２個のＲ基が、それらが結合された共通
の炭素原子と一緒になって、橋かけされて環状基を形成しているが、それらの環状基は、
性質的に脂肪族であっても芳香族であってもよく、置換されていてもよいし、また１個ま
たは複数のヘテロ原子を含んでいてもよい。］
【請求項３】
　一般式（Ａ１）の触媒が使用される、請求項１又は２に記載の触媒系。
【化２】

［式中、
Ｘ１、Ｘ２およびＬが、一般式（Ａ）におけるのと、同じ一般的意味合い、好ましい意味
合い、および特に好ましい意味合いを有していてよく、
ｎが、０、１または２であり、
ｍが、０、１、２、３または４であり、そして
Ｒ’基が同一であっても異なっていてもよく、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、
アルキニル、アリール、アルコキシ、アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、アリールオ
キシ、アルコキシカルボニル、アルキルアミノ、アルキルチオ、アリールチオ、アルキル
スルホニルまたはアルキルスルフィニル基であって、それらは、それぞれの場合において
１種または複数のアルキル、ハロゲン、アルコキシ、アリールまたはヘテロアリール基に
よって置換されていてもよい。］
【請求項４】
　一般式（Ｂ）の触媒が使用される、請求項１に記載の触媒系。
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【化３】

［式中、
Ｍが、ルテニウムまたはオスミウムであり、
Ｙが、酸素（Ｏ）、硫黄（Ｓ）、Ｎ－Ｒ１基またはＰ－Ｒ１基であり、
Ｘ１およびＸ２が、同一であっても異なっていてもよい配位子であり、
Ｒ１が、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、アルコキシ、
アルケニルオキシ、アルキニルオキシ、アリールオキシ、アルコキシカルボニル、アルキ
ルアミノ、アルキルチオ、アリールチオ、アルキルスルホニル、またはアルキルスルフィ
ニル基であるが、それらは、それぞれの場合において、１種または複数のアルキル、ハロ
ゲン、アルコキシ、アリールまたはヘテロアリール基によって、場合によっては置換され
ていてもよく、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５が同一であっても異なっていてもよく、それぞれ水素または
有機もしくは無機基であり、
Ｒ６が、水素またはアルキル、アルケニル、アルキニルもしくはアリール基であり、そし
て
Ｌが、ホスフィン、スルホネート化ホスフィン、ホスフェート、ホスフィナイト、ホスホ
ナイト、アルシン、スチビン、エーテル、アミン、アミド、スルホキシド、カルボキシル
、ニトロシル、ピリジン、チオエーテルまたはイミダゾリジン（「Ｉｍ」）配位子である
。］
【請求項５】
　一般式（Ｂ１）の触媒が使用される、請求項４に記載の触媒系。

【化４】

［式中、
Ｍ、Ｌ、Ｘ１、Ｘ２、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５が、請求項４に記載の一般式
（Ｂ）において述べた一般的な意味合いを有する。］
【請求項６】
　一般式（Ｂ２）の触媒を使用する、請求項４に記載の触媒系。
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【化５】

［式中、
Ｍ、Ｌ、Ｘ１、Ｘ２、Ｒ１、およびＲ６が、請求項４に記載の一般式（Ｂ）において述べ
た一般的な意味合いを有し、
Ｒ１２基が同一であっても異なっていてもよく、請求項４に記載の一般式（Ｂ）のＲ２、
Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５基において述べた意味合い（水素を除く）を有し、そして
ｎが、０、１、２または３である。］
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